



質的向上が不可欠である（１）。OECDによる教員政策に関する報告書（Teachers Matter: Attracting, 
Developing and Retaining Ef fective Teachers）では，教員とその指導が生徒の学習に最大の影響を与
えるということが再認識され，教員の質的向上と生徒の学習達成度に正の相関があることが確認さ
れている（２）。教育の質に関して大きく特集を組んだユネスコの年次報告書（EFA Global Monitoring 
Report 2005: Education for All the Quality Imperative）は，教育の質的向上のための政策の重点事項と




































出典） NIS (National Institute of Statistics), MoP (Ministry of Planning) (2009) General Population Census of 





州教員養成校は全国 24の行政区（10）のうち 18の行政区に 1校ずつ存在する。プノンペン都及びシ
ハヌークヴィル（Preah Sihanoukもしくは Sihanoukville）州の州教員養成校は，旧行政区分に従っ
て特別市教員養成校（Municipal Teacher Training College, ）（11）と呼ばれて
いる。初等教員を志す学生は基本的には出身州に位置する州教員養成校へと入学するが，州教員養
成校を有していない州の学生に関しては，他州の州教員養成校が受け入れを行っている。一例を挙
げると，コッコン（Koh Kong）州の学生はプノンペン特別市教員養成校（Phnom Penh Municipal 
Teacher Training College）が，パイリン（Pailin）州の学生はバッタンバン州教員養成校（Battambang 





られている。毎年度の入学定員は各州の教育局と教育・青年・スポーツ省（Ministry of Education, 
Youth and Sport: MoEYS, ）（以下，教育省）によって定められ，修了試験に合
格した学生は自動的に出身州の教員になることができる。
現行の初等教員養成カリキュラムである『教員養成プログラム基礎レベル―初等教育における教
授（12＋ 2）―』（ ” 12＋ 2”）は，2006年に













表 2に示した通り，全国に 18校ある州教員養成校には，2007/2008年度には 4,275人（1校あた
り 118～ 494人，平均 237.5人）の学生が在籍している。クラチェ州教員養成校（Kratie Provincial 
Teacher Training College）やプレアヴィヒア州教員養成校（Preah Vihear Provincial Teacher Training 
College），シハヌークヴィル特別市教員養成校（Sihanoukville Municipal Teacher Training College）
といった学生数が 120人前後の小規模校から，バッタンバン州教員養成校やシェムリアップ州教員養
成校（Siem Reap Provincial Teacher Training College）といった学生数が 450～ 500人に及ぶ大規模
校にいたるまで，学校の規模は幅が広い。
州教員養成校の教官は 2007/2008年度の時点で 604人（1校あたり 16～ 64人，平均 33.6人）で
あるが，そのうち実際に教壇に立って授業を行う教官は約半数の 325人（1校あたり 9～ 30人，平





りの学生数は，コンポンスプー州教員養成校（Kampong Speu Provincial Teacher Training College）














出典）   （2006） ” 
12＋ 2”, Phnom Penh: MoEYSより作成。
171カンボジアにおける初等教員養成（平山）
Teacher Training College）では 7.7人と少ない。その一方で，ストゥントレン州教員養成校（Steung 
Treng Provincial Teacher Training College）では 26.3人，バンテアイミエンチェイ州教員養成校











の学生数総数 第 1学年 第 2学年 総数 教官（※）
バンテアイミエンチェイ州教員養成校 359 170 189 25 12 29.9
バッタンバン州教員養成校 457 220 237 51 28 16.3
コンポンチャム州教員養成校 314 155 159 57 29 10.8
コンポンチュナン州教員養成校 190 90 100 26 11 17.3
コンポンスプー州教員養成校 177 90 87 32 28 6.3
コンポントム州教員養成校 234 115 119 28 15 15.6
カンポート州教員養成校 242 120 122 22 18 13.4
カンダール州教員養成校 230 110 120 64 30 7.7
クラチェ州教員養成校 118 60 58 16 11 10.7
プノンペン特別市教員養成校 163 80 83 38 24 6.8
プレアヴィヒア州教員養成校 122 70 52 30 11 11.1
プレイヴェン州教員養成校 230 110 120 36 21 11.0
ポーサット州教員養成校 184 90 94 23 14 13.1
シェムリアップ州教員養成校 494 240 254 37 28 17.6
シハヌークヴィル特別市教員養成校 120 60 60 23 10 12.0
ストゥントレン州教員養成校 237 120 117 30 9 26.3
スヴァイリエン州教員養成校 172 85 87 26 10 17.2
タケオ州教員養成校 232 115 117 40 16 14.5






プノンペン特別市教員養成校は，教室及び教官室の複合棟 1棟，教室棟 2棟，図書館 1棟，学
生寮 1棟から成っている。複合棟及び教室棟の 3棟は，それぞれ EPP（Projet de Rehabilitation des 
Ecoles Provinciales de Pedagogie）（16），セーブ・ザ・チルドレン・ノルウェー（Save the Children 















































表 3　プノンペン特別市教員養成校　第 2学年 Aクラス前期授業時間割（2009/2010年）
月 火 水 木 金 土
 7：00～  8：00 理科 クメール語 算数 家庭科 クメール語 教育学
 8：00～  9：00 算数 クメール語 算数 芸術 クメール語 教育学
 9：00～ 10：00 文化 環境 算数 外国語 道徳 地理
10：00～ 11：00 歴史 環境 算数 外国語 道徳 クメール語
昼休み
14：00～ 15：00 家庭科 教育行政 心理学 ICT 技術科
15：00～ 16：00 保健体育 複式学級 心理学 ICT 技術科




「理科」（ もしくは ），「社会」（ ）に関する授業では高等学校で使用
されている教科書がそのまま用いられており，①専門知識トレーニング内の科目に関する授業にお
いては，ユニセフ，スウェーデン国際開発協力庁（Swedish International Development Cooperation 
















表 4　バッタンバン州教員養成校　第 2学年 Aクラス前期授業時間割（2009/2010年）
月 火 水 木 金 土
 7：00～  8：00 全校集会 算数 図書館学 算数 家庭科 心理学
 8：00～  9：00 ICT 算数 算数 算数 家庭科 心理学
 9：00～ 10：00 ICT 道徳・公民 算数 クメール語 教育学 外国語
10：00～ 11：00 環境 道徳・公民 算数 クメール語 教育学 外国語
昼休み
14：00～ 15：00 クメール語 クメール語 理科 文化 技術科
15：00～ 16：00 クメール語 クメール語 理科 保健体育 歴史・地理

















（Education Strategic Plan 2006–2010）やその具体的な行動計画である『教育セクター支援プログラ















注⑴ CERI (Centre for Educational Research and Innovation), OECD (1994) Quality in Teaching, Paris: OECD, 
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